
「小児頭蓋内悪性腫瘍の遺伝子診断体制の構築 Ⅰ.髄芽腫、上衣腫」研究について 

 

目的 
国内で小児脳腫瘍の臨床と研究に携る 2つの学会（日本脳腫瘍学会、日本小児神経外科学会）が中心とな

って、全国レベルでの多施設共同研究体を組織して、小児脳腫瘍試料を収集し、その遺伝子診断を行う体制

を構築することを目的とします。 

 

研究の意義 
脳腫瘍は小児の固形悪性腫瘍の中では最も発生頻度が高く、15 歳未満の小児がんの約 20％を占めます。

近年の研究の進歩から、小児の脳腫瘍は組織病理学的に同じ形態を示す成人の腫瘍に比べてその臨床像のみ

ならず遺伝子レベルでの特徴も異なることが次第に明らかになってきており、小児の脳腫瘍を独立した疾患

とみなす考え方が広がってきています。しかしながら、国内での遺伝子レベルでの診断・体制は不十分であ

り、本研究を通じて、小児悪性脳腫瘍の遺伝子診断体制を確立することにより、小児脳腫瘍の患者さんの診

断・治療成績の向上が期待されます。 

 

対象 
悪性脳腫瘍のなかで、髄芽腫・上衣腫と診断され治療を行った症例を対象とします。新たに治療を開始す

る症例も適宜登録を行うこととします。 

 

方法 
小児悪性脳腫瘍に対して診断・治療を行った症例の臨床情報や、診断後に残っている病理組織・凍結組織

などの試料から DNA/RNA/蛋白などを抽出して遺伝子解析を行い、治療成績や予後因子を検討します。 

 

個人情報に対する配慮 
「人を対象とする医学系研究に関する倫理指針」に従い、倫理面に充分配慮して研究をすすめます。個人

情報および診療情報などのプライバシーに関する情報は、研究事務局のパスワードで守られたコンピュータ

ーにおいて厳重に保護します。本研究で得られた医療情報は個人情報を二重に匿名化し（施設 IDと全体 ID）、

パスワードにて保護されたデータとして管理し、研究グループのメンバーのみが、全体 IDに基づいたデー

タにアクセスできるように管理します。 

 

照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先 

研究参加に不同意の申し出があった場合や、包括同意書等で診療目的で採取された血液・組織などの医

学研究への利用に同意しなかった患者さんの検体は研究に利用しないこととします。 
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